





てハードウェア回路(論理回路)を設計できるようになった また PLD(Progra皿mable1ρg'c 
Device)の出現により，プログラムにより容易にデジタル IC回路を専用のオリジナノレ 1Cに創る
ことができるようになり ，民生品や特殊品などの組み込み機器で使用されている 本研修では， F P 
GA上でVHDL言語による回路作成方法を修得l.-，応用として 8 ピット CPUソフトマクロ
PicoBlaze (KCPSM3)を使用して風速計を作成した
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ゲー トの真理値を書込むことによりセノレを ANDゲート化する 高機能，高集積、大規脱化するに
つれユーザの設計開発が長期化すため，その短縮手段として標準回路機能をコアと Lてベンダより
提供され，それにはプログラムによるソフトマクロ(USB，小規模 CPU(PicoBlaze(8bit). MicroB 


































entity HallAdder is 
po同(




architecture HallAdder_body 01 HallAdder is 
signal D，E : std_logic; 
begin 
D <= Aor B; 
E <= A nand B; 
S <= D and E; 
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KCPSM3((K)constant Coded Programmable State Machine}は，ソフトマクロ PicoBlazeの一











Port ( address : out std_logic_vector(g downto 0); 
instruction : in std_logic_vectorCl 7 downto 0); 
porCid : out std_logic_vector(7 downto 0); 
writc_strobe : out std_logic; 
out_port : out std_logic_vector(7 downto 0); 
read_strobe : out std_logic; 
in_port : in std_logic_vector(7 downto 0); 
interrupt : instd_logic; 
intcrrupt_ack : out std_logic; 
reset : instd_logic; 




Port ( address : instd_logic_vector(g downto 0); 
instruction : out std_logic_vector(]7 downto 0); 
proc_reset :out std_logic 
clk : instd_logiC>; 
end component; 
[図81プログラム ROMのコンポーネント定義






長 18bitlword，命令数 2 1命
令，プログラムメモリ 1024wod， 
レジスタ数 1 6 (8bit)，入・出
カポー ト数各 256，スクラッチ・






















RESET READ STROBE は 1)論理合
CLK WRITE STROBE 
成時での組込
INTERRUPT ACK 
INSTRUCTION[17:01 AOORESI9:01 み 2)プログ




























• kcpsm3吋*.psm .. compile 
• hex2svf付官 hex***.svf .. serial vector format 
• svf2xsvf *** .svf *** .xsvf .・ xilinxsvf 
• setMode -bscan 1 
・setCable-p auto 







. FPGA: Spartan3E XC3S500E 
. CPLD: CoolRunner XC2C64A 
. ConfigPROM: XCF04S 
'64Mbyte DDR SRAM 
'10/100 Ethernet 
. PS/2 mouse or keyboard 
. VGA display po吋









に置き換えて行った 使用 Lた評価ボードは Xilinx社の Spartan3Eスタータキットボードで
FPGA(Spartan 3 E XC3S500E)， CPLD(CoolRunner XC2C64A)を核としたメモリ ，VGAポート，
RS232ポー ト， LCDなど図 10に示した仕様のものが格載され演習， 実験のみならず，簡易なパソ
コンを構築することもできるようになっている なおピットストリームファイノレは USBをとおし




















Spartan-3E Starter Kit 
l図 121 風速計の構成図
風速計の構成図は図 12のようになっており，風速計ロータのパルスをカウンタに入力 L，一秒自主
に CPUに割り込みをかけ， CPUからカウンタの値を読込み， Anemometer製品で更正した風速値
に換算し，カウンタ値1:共に LCDに出力した また風速計ロータは大和科学教材研究所の理科教
材で，それに MEMICON社のロータリエンコーダ OME-360を装着し，ロータ出力をパルス出力す
るように改良した エンコーダ電源は 5Vであるが， FPGA評価ボー ドの信号入力端子が LVTTL
RL:丁目
.-d< 










レジスタと ANDゲー ト， SRレジ
スタより構成され，シフトレジス
－38－
タに 100kHzのクロックを入力することにより 40μsまでのノイズを除去した 風速計の概観は
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